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 永野清司は（昭和 52 年 3 月広島大学歯学部附属歯科技工士学校を卒業，）昭
和 55 年 3 月東京医科歯科大学歯学部附属歯科技工士学校実習科を修了，平成
13 年 4 月より長崎大学大学院歯学研究科に入学し，定められた期間に主科目と
して歯冠修復学特論，副科目として咬合運動学特論を履修したほか，必須科目
1科目，選択科目として 1科目を履修し，合計 34 単位を修得した． 
 学位論文の基礎となる研究の要旨は，歯学研究科が平成 16 年 9 月 9 日に実施
した研究経過報告会において発表した．外国語試験であるドイツ語試験と英語
試験は，平成 16 年 9 月 9 日に実施された筆記試験において合格した．学位論
文の主論文として「Effect of noble metal adhesive systems on bonding 
between an indirect composite material and a gold alloy」(Journal of 0ral 
Sciences．Vol.46，No.4，235-239，2004)を付し，歯学研究科長に博士（歯学）
の学位を申請した． 
定例の歯学研究科委員会はこれを平成 16 年 12 月 15 日の定例委員会に付議
し，論文の要旨を検討した後，これを受理して差し支えないと認め，3 名の審
査委員を選定した．審査委員は共同で論文を慎重に審査し，平成 17 年 1 月 7
日申請者から研究内容の報告を受けた後，試問を行い，論文審査結果及び最終
試験の結果を平成 17 年 1 月 19 日の歯学研究科委員会で報告した． 
 















て Mann-Whitney U-test により，比較の必要な群の有意差を 1対 1で検定した．
主要な条件における熱サイクル 20,000 回後の接着強さは，インフィスオペー
クプライマーとスーパーボンドのポリマー，モノマー，キャタリストを使用し
た群が最も大きく 23.4±1.2 MPa であった．次いでモノマー，キャタリストを
使用した群の 13.9±1.2 MPa，ボンディング剤を用いず，プライマーのみを使
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